
平
塚
駅
前
か
ら
市
役
所
前
を
ま
っ
す
一
環
@
川
崎
@
横
浜
に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
一
汽
設
計
速
窪
田
二
十
キ
ロ
、
日
本
土
一
れ
、

ぐ
北
に
向
}
う
溜
潔
世
田
ニ
十
事
糠
〔
遣
す
、
警
告
サ
ー
ビ
ス
エ
ジ
ア
(
小
一
木
工
学
の
聖
書
て
、
一
日
に
六
万
一
新
し
い
大
動
脈
は
お
詰
な
が
ら
、

霊
霊
惑
を
十
分
も
走
る
と
、
星
雲
一
一
百
台
@
大
型
百
台
の
駐
車
可
能
〕
一
二
千
台
ま
で
の
車
を
ス
ム
ー
ズ
に
ぎ
い
よ
い
よ
警
の
段
階
h

す
で
に
厚
木
市
内
、
広
い
臼
ん
ぼ
を
定
一
間
柔
に
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
裂
イ
ン
タ
ー
チ
一
る
と
い
う
超
ハ
イ
ウ
ェ
イ
で
、
と
れ
に
一
に
な
り
ま
す
。

り
切
る
と
、
葉
イ
ン
マ
チ
ェ
ン
ジ
す
ン
ジ
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
よ
っ
て
世
田
町
合
l
厚

木

君

事

富

一

ζ
の

雲

重

量

の
美
し
い
襲
構
績
が
、
視
界
い
っ
ぱ
一
ζ
の
間
審
査
糠
、
館
員
一
一
一
十
二
・
六
一
は
一
一
十
分
前
後
に
題
さ
れ
る
と
い
わ
一
望
に
よ
っ
て
、
喜
一

い
に
展
開
し
ま
す
。
平
塚
か
ら
わ
ず
か
一

十
一
一
キ
口
、
東
名
高
速
道
路
六
車
線
区
一

関
の
終
点
で
、
今
春
完
成
を
自
一
一
則
に
、

最
後
の
仕
よ
げ
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

ζ
ζ
で
完
成
す
る
の
は
、
一
東
名
高
速

道
路
東
京
i
厚
木
織
の
三
十
五
キ
ロ
区

間
問
。
日
本
道
路
必
国
高
速
滋
路
京
浜
態

設
局
が
、
沼
和
三
十
七
年
か
ら
ず
六
年
を

か
け
て
建
設
し
て
き
た
も
の
で
、
策
京

役
田
谷
に
つ
く
っ
た
東
京
環
状
八
号

線
イ
ン
安
ー
を
起
点
に
、
途
出
東
京
外

使用退る東名@厚木インターチェンジ

月195 ( 

たのみのパイパヌ思議厚木小田原線IAJ日付

近…使用開始{立東名道路よむおくれる

主主名高速道路付近の交透忌
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(2) 

日
間
判
草
H
U伶
守
口
ν号
待
両
日
単
吋
甘
口
語
仲
昔
日
持
H

セ
ン
タ

i

第 195号(第3種郵便物認可う

0 0 0 0 0  

市
議
会
十
二
月
定
例
会
は

B

昨
年
十
二
月
八
尽
か
ら
二
十
一
日
ま
で
議
事
堂
に
調
会
、
開
問
十
一

年
度
決
算
の
審
斎
を
は
じ
め
、
総
合
開
E

刷
用
地
買
収
索
、
非
常
勤
の
、
議
員
や
職
員
な
ど
に
対
す
る

公
務
災
害
補
銭
条
例
の
新
設
索
、
十
一
一
持
論
蕊
予
算
案
な
ど
二
十
議
開
捕
を
審
議
、
決
算
を
除
く
他

の
議
出
拍
車
」
原
義
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
決
算
の
認
定
は
、
議
会
で
な
お
自
簡
を
相
官
す
る
と
し
て

継
綴
審
査
と
な
り
‘
現
在
決
算
特
別
委
員
会
(
愛
員
長
藤
沢
市
議
〕
に
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

務少年額

家庭児童鐙

発明書診察{特許}

税務と経営欄談

ことし 1月18から、戸籍関係の手数料が次のと

おっ改正され、f自の窓口号数料とi湾ヒ邸内となった。

@戸籍、徐籍謄抄本 1枚 50内(前40F守)
e戸籍、除籍謄抄本の再認証 1件邸内( 伊丹)

@戸籍記載事攻夜明など 1 f<t 50円( 1/1司)
穆戸籍簿、除籍簿の箆覧 1戸籍簿 50内( /1 PJ) 



製
品
で
さ
ら
に
期
待
す
る
伝
持
ち
も

寸
あ
っ
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
す
で
に
市

ヨ
聞
は
の
行
に
も
と
ま
っ
て
い
る
と
怒
う

付
が
長
ハ
防
本
語
、
全
職
員
が
出
動

テ
し
執
務
開
勢
が
と
れ
て
い
る
こ
と
が

リ
長
費
付
げ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

ヤ

市
チ
る
市
民
と
と
も
に
職
員
の
勤
務
を
克

弘
酎
ま
も
り
た
い
と
怒
っ
て
い
る
。

か

を

×

犠
酎
昨
年
の
一
月
土
谷
か
ら
A
Y
却
の

刑
制
一
月
寸
五
日
吉
で
に
成
人
と
な
っ
た
あ
な
た
は
ζ
の
よ
ろ
ζ
び
に
鰐

笠

七

廷

は

成

人

喜

正

る

重

男

女

は

走

れ

年
万
四
手
百
十
五
人
を
数
え
る
ο

そ
の
資
任
と
義
務
を
あ
な
た
自

育
部
成
人
式
の
持
ち
か
た
に
つ
い
て
、
身
が
負
っ
て
立
つ

塚

金
平
慈
市
民
か
ら
、
体
育
館
の
よ
う
な
広
い
き
ょ
う
か
う
の
代
償
と
し
て

施

設

が

あ

る

の

だ

か

ら

全

成

人

を

}

×

噴
出
に
集
め
て
や
っ
た
ら
ど
う
か
と
い
あ
な
た
の
ご
牟
手
}
投
h
足
、
心
な

う
声
も
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
い
ろ
い
し
に
放
っ
た
二
一
一
目
が
}
人
ま
え
の
一
立

ろ
問
題
も
あ
る
の
で
、
従
来
か
ら
平
場
と
な
っ
て
社
会
仁
流
れ
、

ζ
の
社

臨
時
で
は
各
小
学
校
学
窓
む
さ
ん
添
い
会
の
嬢
饗
に
直
径
つ
な
が
っ
て
い
く

患
い
に
催
し
て
い
る
o
行
事
の
あ
り
み
な
さ
ん
/

か
た
仁
も
よ
る
だ
ろ
う
が
、

ζ
の
ほ
昭
和
四
十
一
一
一
年
の
新
春
を
む
か
え

う
が
集
ま
り
は
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
て
、
は
た
ち
の
自
覚
と
責
任
あ
る
言

私
は
毎
年
‘
古
由
記
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
翫
を
、
私
は
心
か
ら
祈
り
た
い
。

h

官
、
成
人
の
自
に
届
く
よ
う
に
弱
送

し
て
い
る
。
今
年
は
相
模
河
口
近
く

か
ら
上
流
を
の
ぞ
む
風
景
写
真
を
う

ず
く
矧
り
ζ
み
、
「
成
人
を
迎
え
る

あ
な
た
へ
」
の
と
と
ば
を
印
開
削
し
て

贈
る
ζ
と
に
し
た
。

あ
な
た
ば
か
っ
て
ひ
ょ
う
び

よ
う
と
し
た
広
が
る
海
辺
に
立

っ
て
あ
る
い
は

悠
久
変
ら
ぬ
川
の
流
れ
に
拘
っ

て
人
伎
を
患
い

空
虚
な
少
年
の
臼
の
か
な
し
み

に
あ
て
ど
も
な
く
思
索
し
つ
づ

付
た
こ
と
は
な
か
っ
た
か

し
か
し
き
ょ
う
か
ら
の
あ
な
た

は
そ
れ
を
潔
き
ょ
く
捨
て
去
り

大
人
の
泣
界
に
仲
間
入
り
す
る

と
と
と
な
っ
た

第 195号

平
塚
市
納
税
貯
蓄
綴
合
適
合
会
(
会
長
持
よ
茂
平
民
@
ニ
百
七
十
一
一
一
団
体
v

m
酬

は
も
税
の
正
し
い
欝
解
ぞ
広
め
る
た
め
、
昨
年
十
}
月
に
も
市
立
中
学
長
か
ら

mm

〈
税
金
〉
を
テ
!
?
と
し
た
作
文
を
募
集
、

ζ
の
ほ
ど
審
査
を
行
な
っ
て
、
土
棚

沢
中
二
年
山
本
案
一
玄
d

ん
ら
一
七
人
の
作
品
を
選
び
ま
し
た
。
山
本
さ
ん
の
作
文
闘

は

、

会

図

コ

ン

ク

ー

ル

に

出

ロ

如

さ

れ

ま

す

。

郷

の
役
に
立
フ
て
い
る
の
で
す
。

と
と
ろ
が
、
そ
の
反
面
、

(第3喜重郵便物認可〉

新

昭和43年 1月 15日

市
福
祉
挙
務
所
で
、
と
と
し
四
万
に

市
忍
保
習
所
へ
入
所
を
希
描
出
す
る
幼
児

三
百
四
十
九
人
を
募
集
し
ま
す
。

市
立
保
宵
所
の
入
所
軍
総
き
は
、
一
一

月
一
日
か
ら
十
五
日
ま
で
受
付
ま
す
。

ζ
と
し
保
胃
所
か
ら
小
苧
校
八
入
学
す

る
手
は
‘
市
内
十
か
所
の
保
宵
所
で
合

計
二
資
五
十
九
人
。
ζ
れ
に
四
万
}
日

開
設
す
る
花
水
台
再
開
育
所
の
入
所
億
九
一

十
人
を
あ
わ
せ
、
こ
ふ
で
一
一
一
百
殴
十
九
一
が
働
い
て
い
る
家
庭
の
子
盲

人
を
閣
拝
察
す
る
も
の
。
い
な
い
子
、

く3)

とちの畠ーは

日
野
中
米
山
稔
。
(
以
よ
敬
称
路
〕

選挙法の改正lニよって、

満20歳になった人は、

自分で子、選挙人名法への登録を

していただくニとになっています。

この名簿にのっていないと、選

挙のとき投棄できません。

I'Pを持参のうえ、下記へ…母・

脇醐掲鎗醐嵯護話語者言語1:;，車議言箆持揚鶴擦鑓翻蜘

降雪

悠
久
た
引
い
川
の
絞
れ
そ
れ
は

湾
濁
ぞ
合
せ
て
大
穫
に
そ
そ
ぐ

記
て
の

仲
間
々
だ
る
海
原
そ
れ
は
無
線

の
幸
福
を
わ
れ
に
与
え
て
く
れ

る
も
の

水
と
水
と
水
よ
そ
の
水
面

を
思
い
切
り
走
り
ま
わ
れ
る
き
ょ

う
か
ら
の
あ
な
た
だ

(
昭
和
四
一
一
一
，
一

e

沼
)

長野県菅王子スキー場

講習参加費 5，5∞月
体育諜姉内スポーツ底へ

{平塚務教務餐重量会}



ら

(4) 

るとき

民生部重量金書畢

第 195号

交差点または狭い道路から広い進路

へ出ょうとして涯進率的安全を確め

ている前車に後続王手は前車の宇慰牙を

妨げないことです。図のようなとき

は後続事は、前車から一段下って、

前車が安全を確められやすいように

してやることです。
ハンドノレを握る仲間としてお瓦いに

践意したいものです。

第
二
種
ヤ
戸
の
耐
火
構
造

二
橋
建
て
で
す
。

門
公
募
す
る
住
宅
一
日
平
塚
市
昭
騎
手
一

組
δ
O番
地
向
精
団
地
六
O
戸
分
‘

マ
鶴
一
種
住
山
市
」
ニ
十
戸
、
溜
易
総
火

構
造
二
階
建
て
、
間
四
宮
一
(
六
且
時
二
一
一

愛
)
‘
浴
事
寸
台
所
兼
食
事
室
、
予

定
家
間
同
六
千
二
百
円
。

マ
努
二
種
住
宅
三
十
一
一
戸
簡
易
耐
火

構
造
二
階
建
て
(
う
ち
一
一
一
一
戸
分
母
ヂ

家
庭
用
〕
居
室
(
凶
援
、
板
の
間
付
き

一
一
一
鐙
〕
、
浴
室
、
台
所
兼
食
謝
申
謹
一
‘

予
定
家
賃
思
寸
一
品
浅
田
。

門
令
官
帯
詞
麗
M

e
マ
申
し
込
み
用
紙

交
付
一
月
二
十
二
日
(
月
)

J
二
十

八
日
(
日
)
市
役
所
市
民
ホ
i
ル
C

V
入
居
申
し
込
み
受
付
}
月
二
十
九

日
(
月
)
上
一
一
十
一
日
(
水
)
九
時

t
十
六
時
マ
公
開
始
せ
ん
ニ
月
下
旬

マ
入
開
田
四
月
一
目
。

昭和 43年 1月15臼

金菱工事市営住宅の摺敬図

4月の入鐙をめざして、護費量を怠<:悶締団地の市
営住宅60戸…岡崎居地i立小寺埼査の西隣盟主邑はらし

のよい丘のうえに童書つ。

弘
治
鵠

m
v
a
融
持
v

h

録制

T仇
mm盟
主
調
鈎
主
唱
団
9

1
1
1
J
i
-
-
i
 

の
て
い
ま
す
。

マ
題
審
館
司
喜
一
名
、
マ
保
母
包

名
、
保
健
婦
一
名
、
マ
電
気
技
術

者
一
名
、
電
気
作
業
員
二
名
、
マ

湾
録
作
業
員
九
名
、
土
木
作
業
員

一
一
一
名
。
就
職
希
望
者
は
一
月
二
十

日
ま
で
に
市
役
所
瀬
員
諜
へ
。



広
く
は
な
い
が
、
と
と
の
っ
た
告
所
母
子
家
滋
に
さ
わ
や
か
な
副
制
度
と
暖
か
い
す
食
が
つ
く

ら
れ
る
。

昭和43年 1月訪日

線
外
に
は
日
明
日
怖
と
、
出
静
か
な
住
宅
地
、
そ
の
む
こ
う
に
明
る
い
海
が
波
の
管
を
伝
え
る
新
年

を
ま
え
に
新
聞
閣
に
溶
ち
つ
い
た
ふ
た
り
。

(5) 

完成した花氷会の母子寮と保育所

しミ

!
被
裂
昨
年
穴
百
件
も

i

もって

鉄 筋3階建て、総工費ふ233方向、全国の折り紙をつけられ

た花水台俣湾所と母子寮。

昨
年
五
月
か
ら
只
部
丘
に
建
設
中
だ
っ
た
‘
市
立
の
注
水

μ
日
出
子
四
段
と
保
持
一
前
は
、
昨
年
十
二
月
二
十
五
日
に
完
成
、

翌
日
線
一
一
仰
と
し
て
こ
れ
ま
で
出
母
子
寮
に
い
一
ぺ
母
子
+
二

世
帯
が
入
居
し
ま
し
た
完
成
な
っ
た
母
子
山
叫
ん
と
保
育
所

は
、
敷
地
面
積
一
千
三
百
八
十
周
平
方
灯
、
延
べ
版
部
抑
制
一

品
六
百
五
十
七
平
方
い
い
、
総
工
朝
日
六
千
二
雪
一
十
一
一
一
玄
ハ
千

円
、
鉄
筋
コ
ン
ク
ッ
l
k
三
階
建
て
で
南
向
き
の
明
る
い
近

代
的
な
建
物
で
す
。
一
躍
は
、
母
子
家
庭
の
た
め
の
阻
害
室

策
学
器
室
、
集
会
中
市
中
、
共
同
前
己
最
や
五
つ
の
採
脅
室
、
給
食

室
、
事
務
室
管
理
人
室
が
あ
り
、
一
一
階
、
三
階
に
は
‘
ニ

ア
五
世
帯
品
川
の
部
屋
と
、
共
同
町
議
室
を
儒
え
て
い
ま
す
。

花
水
台
保
育
所
法
、
四
月
オ
ー
ブ
ン
の
予
定
で
も
二
月
一

日
か
ら
十
五
百
ま
で
保
湾
に
九
十
人
(
一
っ
ち
乳
児
二
十
人
)

を
募
集
し
ま
す

(
d

品工
f
J
新
母
平
岩
に
よ
、
現
在
、
寸
九
世
帯
四
エ
七
人
が
入

践
し
て
お
り
、
一
位
情
当
り
の
出
剤
取
り
も
.
テ
ラ
ス
付
完
)
の

迎
@
五
皆
、
一
一
一
畳
、
台
所
の
2
D
Kで
、
一
度
に
十
人
は
い

れ
る
長
岡
山
室
、
洗
議
室
も
備
え
て
い
ま
す
と
の
明
る
い

ぞ
タ
ン
た
新
母
子
裂
に
‘
ど
の
ス
居
者
も
「
ま
る
で
夢
の
よ

う
で
す
」
と
大
喜
一
い
で
し
だ

璽麓愛のパ争ローJレ

瀦社会環境をよ する活動{街頭を視察

王子書家南青少



(6) 第 195号く第3種郵便物認可〉

(
以
下
敬
称
略
)

門
盆
整
〕
つ

ι

最
優
等
部
長
寅
・
沢
野

間
判
(
出
縄
・
厚
物
花
園
の
春
)
、
マ

擾
等
首
席
市
観
光
協
会
長
賞
@
八
毘

突
(
沼
村
〕
、
マ
盟
国
等
首
席
臆
連
会

授
賞
梶
山
商
議
(
長
持
)
、
マ
躍
親
等

首
席
・
半
回
答
刀
(
問
乏
宮
〕
‘
平

野
真
蔵
(
新
宿
〉
、
真
澄
和
夫
(
立

野
町
叫
〉
、
際
問
好
太
郎
(
八
橋
)
。

門
鐙
銭

M
V儀
等
主
席
・
升
水
庄
工
A

郎
(
中
国
一
寸
門
町
融
緩
一
日
マ
優
等
玄

席
・
新
倉
治
男
(
四
之
宮
〉
。

議
所
会
読
銭
-

e
摩
物
安
島
〕
‘

谷
直
久
(
公
一
間
)
‘
黒
川
川
敬
介

持
〕
、
平
野
嘉
蔵
(
平
田
郡
新
宿
)
、

原
白
好
太
郎
(
八
幡
〉
‘

(
四
之
官
)
。

〔越冬する蚊と iまえ3
紋・はえなどは、日本総炎や小児マヒ・赤痢など恐しい伝

艶病を媒介する。これら衛生害虫の絶滅は、全家庭共宝章の顔

いで、それだのに、書

ているが、根絶には、

豊富だという。とζ ろで、専に、越毒する蚊はえをi思iD"'""すると
震に大きな効果古たあらわれるのは島知江耳事索、衛生課ではい

まζそ、家庭の内外で徹底した駆除活動を行なって、鍵漢で

快溜な生活環境を磁傑ず

るよう曙びか行いる。

護軍越冬する絞・宰の履い

自、きびしい寺に耐えて

越害する紋やはえをみか

けるζ とがある。蚊は種

類によって、成虫の磁場

ボーフラ・乾鰯した卵な

どいろいろなかたちで越

冬する。春ぞじっと待っ

ているわ付だ。越各場所

は縁の下@便所・枯れ葉

.m霊室 e密主寵むろ e畜舎

a 納屋@墓地@水そう@

あきかん .eヰだめなど滋度の高い所が多い。

鶴専の{まえ・はえは、少数の成虫iJl各でも繁痛をくり認すも

の、成虫の雄・サナギ・幼虫で越与するものなどがある。越

4与する成虫は床下や天じよう襲@便所のくみ取り口 e主吾舎 a

夜間だめの麗辺・たい!lE.目だまりにあるCみためなどに、さ

なぎや幼虫は裁いた土、重立さわらの下などにむそんでいる。

麹溝型車約藤重量・越寺場所をよく知った5えで、清掃し、混還

しをよくするほか、?とまり水をなくし、乾擦を;L;、がげる。サ

ナギのいるこ主は掘り返して焼き、はえをみつけたら巡討さず

退治する。池などに魚を書司うのもζ の方法にはいる。

盤察側こよる車寝静@比較的残効性の高い薬剤を選ぶ。叉じよ

う惑には始期階、時ず下には粉郊を使う。乳弗止ま10倍に水でう

ずめ1平方M'50CC、粉邦主主 1平方針あたり15グラム程度を

散 布 す る と 効 果 が ある。(民主主部衛生住銀3

山田徳兵衛@編

カラー16P/謹

一
品
、
の
山

一
ジ
プ
シ
ー

一
ワ
ン
パ
ク
時
代

五
木
潔
之
一
紅
茶
は
左
手
で

庄
野
潤
一
一
一
一
盛
医
家
の
人
々

新
防
次
郎
…
撮
れ
る
女

吉
田
健
三
石
版
東
京
図
絵

ちE勘

」静

斎

藤

栄

森

村

枝

右
厳
慎
太
部

騎
下
太
郊

富
島
鑓
夫

中
村
八
朗

山
口
裕
一

横
山
際
一

山
口
酔
智
子



衛生課は、 43年予紡接草賓のトップ

ツベルタリン反涼主検査を Ul8日か

ら踏ま由しました。愛兜を結駿から守

るために欠ヵ、せない検畿です。もよ

りの会議れ、ぜひ、該当児をおつれ

ください。 ζ の接著書を受付たら、か

ならず判定を受けないと意味があり

ません。判定の結果、陰性の子には

BCGを接穣することになります0

15日後の日程は次のとおり…。

総対象@紹37.4.2から昭4-2.9.20まで

の関に集まれた子。

量富士思鐙臼穣(接穣臼J

1m7日
ノノ 22日
ノノ 23日
1/ 27日
1/ 30毘
/ノ 31日
2月3自
/1 6日
ノノ 7El 
1/ 10日
グ 13El
/1 14日
ノノ 19日
1/ 20日須賀公民館 (2回め〕
ノノ 21日 松原 公民 館

が 22日 見附台武道場 (2固め)

豊富巡回日程偽証定回〉 ・ツベjレクリ

ンを受ηたら、次の自に必ず判定

を受ける。

1月18日
ρ i昔日
ノノ 248 
/1 25臼

ノノ 29日

2月 l日

" 2日
Jノ 5日
ノ 8日
ノノ 9 日
ρ12日

" 15El 
11 16日
ノ， 21日

第 195号

すが、 f原買収主あってっとうにより

変更もある。日擦はあくまで休診自

で高り、診療は緊急患者に怒るj と

されています。以上のほ7小、市内の

救急病弱は次のとおり

量韓共済関車苦………“(22庄司1950)
車車中溺担保病院...... (22)j奇0015)

α1局自520)
(21局偽46)

鶴 倉E日病滋 ……... (21潤む告す0)
駿永瀬病院・...・H ・...・包i局091J) 

7 

43年中の市営火葬場の

爽施にうつしました。

ζ の休日は、横列にしたがって滋の

うえのく友号1:>の日をあてたもの。

ζ の日は窪きゅう車も運転を取りや

めます。そのかわり目隠日や休日で

も、火事

1月15日

Eヨ

ι10. 16. 22. 26 

1. 7. 13. 19. 25. 31 

43年中の休日

一市営火葬場:一

休

43年中の休日表

休

20. 26. 31 

月

く主事3重量郵便物認可〉

一交代診療織でー

日窓休診自の急患を数ろだめ、平

塚市医師会は、交代診療制度を申し

合わせています一。東海道ぞ援に

書留第 1.第3日糧自は南保の医院

喜霊祭 2. 害事 1 日曜日は~t由ITのE豆腐

iJ宮、際測として診療に応ずるζ とに

なっています。 ζ れは、協和35年の

I司会会員の申し合わせによるもので

包

6. 12. 18. 24. 28 

j司

2 

ちゃん

官室域ケ丘17-36考襲警察公社告書4
棟 201号窓 a響察宮佐藤溝墓さ

ん (30)と議敬子さん (24)の

長男、 42年?丹28日生まれ、身

長自8.5センチ e体重量8.5キ口、
寝起きiJlよく健康。お父さんは

熊欝平域分数所勤務宮城県出身

x 
広報紙に掲載するく赤ちゃん

募集3>1月分は、 1月 5日さまで

に新たにお名の応募があり、 12
刃応募分と合オ::rtt， 78名のなか

かo向日広報課長が広報係全員

立ち合いのうえで治せん、窓ち

ゃんに決定しました。

藤

さとうけん (5か月〉

昭和 43年 1月15認(7) 

6. 12. 18. 22. 28 

12 

4. 10. 16. 27 

2. 8. 14. 24. 30 

6匂 12.18. 23. 29 

10 

11 2. 8. 14. 20. 26. 30 

5. 11. 17. 23. 28 

5 

5 

けてあり法すο1閉めのときはS
37年~39年までに生れた子。 2ß主
めのときは招40年~沼42年までに

生まれた子を対象としきます。

露軍政、主聾・母子手擦と予防接種手阪は

必ず持参してくださいo 予防接種

手経はツベルタジン援額日43ペー

ジ、照明Ijj'在日44ベージですσ

門
指
定
組
織
一
日
①
松
原
地
区
五
月
少
年

健
全
腎
成
委
員
会

(ωin年
)
②

長
持
背
少
年
健
全
育
成
協
議
会
(
向

〕
③
土
屋
地
区
青
少
掠
腎
成
連
盟
(

局
〕
④
手
石
河
岸
自
治
会
青
少
年
対

策
部
会
(
必
円
相
年
)
⑤
花
水
台
青

山
Y
年
間
開
成
協
議
会
(
荷
〉
⑤
夕
顔
ケ

丘
地
ぽ
青
少
年
育
成
協
議
会
(
同
)

⑦
白
村
青
少
年
腎
成
協
議
会
(
同
)

③
中
鼠
青
少
年
宵
成
会
(
間
)
⑨
嶺

等
地
区
青
山
年
湾
成
会
(
必
年
i
H
H

年
〉
⑮
向
精
地
区
青
少
年
腎
成
会
(

問
)
⑬
第
五
区
五
円
少
年
開
成
会
(
同
U

@
よ
平
塚
治
ぽ
湾
少
年
健
全
開
成
会

立春式

る
十
臼
、
十
一
巳
関

良
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
機
工
は
、
午
後
六
時
か
ら
八
時
ま

で
熱
戦
ぞ
臆
認
し
た
。

月
:
:
…
門
成
λ
式
回
一
一
月
十
五
臼
公
民
館
主
催
で

$
金
回
同

.
・
:
ぃ
式
の
あ
と
問
問
談
会
を
聞
く
。

'
:
3
司
令
門
努
綴
刷
新
金
田
小
学
校
敷
地
内
で
十
一
一

…品開国

-
p
e
e
-
4

月
二
十
四
日
か
ら
二
十
八
日
常
で
、
古
墳

発
明
明
が
行
な
わ
れ
ま
し
品
、
武
相
高
校
日
野
校
長
が

中
心
と
な
っ
て
饗
野
・
在
一
一
隅
@
武
相
高
校
生
が
史
跡

研
究
の
た
め
行
っ
た
も
の
ο

戸
山
口
J

門
犬
の
そ
デ
ん
地
区
一
日
乏
し
い
犬
の
飼
い

j

-

‘2
3仏
e
万
の
啓
畿
の
た
め
に
、
指
水
地
町
協
が
畜
犬

モ
ヂ
ル
地
区
に
指
定
さ
れ
た
。
同
地
区
に
は
約
八
寄

鼓
お
り
、
現
在
鐙
録
犬
は
五
一
日
間
出
十
一
一
一
一
国
。

日

;
:
J
門
成
λ
式
い
日
開
門
地
昨
晶
玉
古
田
ザ
ニ
十
六
名
の
成

大
野
・

0

・'
L
人
を
対
象
に
‘
十
五
日
各
公
民
館
主
語
で

報
倍
祭
、
密
談
会
を
行
な
う
。

;
j
門
ス
ト
ー
ブ
寄
開
閉
ハ
日
間
崎
小
学
授
に
ス
ト

…
向
輔
・a

h
iプ
一
一
台
が
寄
贈
さ
れ
た
。
贈
り
玄
は
、

市
内
開
明
石
町
の
中
塵
鶴
市
白
。
門
成
λ
式
回
一
一
月
十
一
且

日
公
民
館
主
儲
で
問
地
区
四
十
六
名
の
成
人
を
抑
制
象

に
式
の
あ
と
‘
記
念
福
田
椙
髪
、
腹
話
出
会
、
隠
窓
会
を

行
な
う
Q

指f建セン9ーに 2，100告

書校代表のちかい 発表

森山加代子事んとYング

市民の参加も歓迎I!

明るい家庭にこそよい予が脊ちます。おとう串ん

お治、あさん、ぽ〈、私たち、みんなの努力で、明るく

楽しい家庭白....



(8 ) 第 195号く第3喜重要事傑物認可〉

郊
外
の
宅
地
化
が
進
み
、
農
場
転

用
の
う
え
で
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
出

て
い
ま
す
が
.
な
か
で
も
、
道
路
も

排
水
先
も
な
い
お
焔
の
ま
ん
な
か
な

ど
に
、

そ

の
あ
と
で
も
さ
ま
っ
て
‘
創
出
落
長
あ

て
に
「
道
路
が
議
い
」
一
側
溝
が
な

い
』
と
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
凶
っ
て

い
ま
す
G

規
践
を
強
め
る
方
法
は
考

え
b
れ
な
い
も
の
で
し
ぶ
う
か
。

C
の
制
問
題
は
、
耳
塚
だ
け
で
な
く

新
興
都
市
共
涜
の
悩
み
だ
と
思
い
ま

す
。
農
地
転
用
に
綴
し
て
、
今
後
乙

の
よ
う
な
問
問
警
起
さ
な
い
雪
規

制
し
て
も
り
い
た
い
も
の
で
す
。

入
野
@
井
よ
禦
(
無
職
〕

×
 

u

，U
ド

U

ト
戸
“
市
内
の
農
地
転
帰
件
数

島
パ
パ
に
い
は
毎
々
増
加
の
一
途
を

た
ど
り
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
い
ろ

い
ろ
の
間
磁
も
発
位
、
問
題
点
も
広

範
密
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

農
地
転
用
許
可
申
世
相
警
に
は
、
公

開
闘
の
写
、
建
物
平
穏
図
、
建
物
密
罷

層
、
そ
の
他
の
図
山
聞
が
つ
け
ら
れ
‘

輯
院
議
護
員
会
援
地
部
会
の
審
議
に
先

作
品
っ
て
、
事
務
局
の
織
昌
mM川
、
転
mm

申
請
の
金
件
に
わ
た
っ
て
説
地
調
査

×
 

建
築
基
調
司
法
改
正
で
は
、
ム
F
水

道
や
消
防
a

道
路
e

都
市
計
図
e

水

道
な
ど
公
共
約
施
設
と
の
関
述
が
検

討
さ
れ
、
下
水
総
設
の
問
題
も
自
治

省
が
強
く
押
し
て
い
る
。
し
か
し
、

な
る
よ
ヨ
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。
建

物
を
建
て
る
ば
あ
い
の
道
路
と
水
絡

に
つ
い
て
最
近
の
新
路
報
道
は
、
建

築
基
準
涯
の
改
定
が
考
え
ら
れ
て
い

る
と
伝
え
て
い
ま
す
。

門
市
臨
時
議
事
務
濁
一
日

昭和 43年 1月 15El 

奇
行
な
っ
て
い
ま
す
。
饗
類
と
務
地

の
ち
が
う
点
は
ζ
の
と
き
に
発
売
さ

れ
る
ζ
と
に
な
り
ま
す
。

家
麗
の
ス
ロ
道
路
に
つ
い
て
は
慈

築
基
準
訟
の
分
野
で
、
公
選
の
な
い

土
地
は
、
そ
の
土
地
が
一
一
ぷ
以
上
の

煽
を
も
っ
て
公
選
に
擁
す
る
ζ
と
に

たのだろうか。諮合えばカ司、る

事態は避行るζ とができたであ

ろヨにと悔やまれる。

新土の人たちにはこの事件7うま
いまもってζ 乙ろに影を投げか

けていたよ5t.ご。そζで昭和41
年秋、部務長伊東銀蔵、公民館

長伊藤車治、長老伊藤愛媛の諸

民らが発企人となり慰怨を忘れ

まるための碑とき建てて事件関係

の諸霊を慰めるため追善供設を

おとなった。

碑は根府川;石で下宮己の芸品をも

ち公E呈豊富の傍に建っている。

f怨績を 超えた人々の碑J
権力者であった松木長者衛門と

その債務者である農民との鑓に

はげしい暴動が起きたοζれを

新土事件または松木騒動といい

東日本ぞ援駿させたのである。びゆく過程にと主じた大きな悲濁i
農民たちは大挙して松木邸宅E であった。事件以釆吋γでに90年

鎚ヤMその家を焼き払い長右衛門 にち7司、い歳月が流れ去った。と

とその父足助夫婦を惨殺し他の lζに有志相ばかり事例こ関連を

数名を傷つ付プこ大事件であつ もつ諮霊のために供援をおこな
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